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①1月15日豸、福吉町と栗田
のいきいき委員会主催のとん
ど焼き
②1月28日貍、「第7回ボランテ
ィアのつどい」の点字体験コ
ーナー（14p参照）
③2月1日貉、つどいの広場
「ねひめキッズ」で節分の豆
まきが行われました
④1月31日貂～2月12日豸、
アスティアかさいにて市内外
のアーティストが集う「かさ
いアートゆうえんち」が開催
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○
特
別
職
の
報
酬
カ
ッ
ト

12
月
議
会
で
条
例
改
正
し
、
市
長

30
％
、
助
役
20
％
、
教
育
長
15
％
そ
れ

ぞ
れ
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
収
入
役
廃
止

と
合
わ
せ
、
総
額
２，
０
６
５
万
円
の
削

減
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
市
長
報

酬
は
、
年
間
１，
１
２
３
万
円
で
、
時
給

に
換
算
す
る
と
大
抵
の
職
員
の
方
が
高

い
現
状
で
す
。

健
全
財
政
は
、
全
て
の

行
政
や
施
策
の
大
前
提

○
市
長
も
徴
収
業
務

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
公
共
料

金
な
ど
の
高
額
滞
納
者
宅
に
、
市
長
が

担
当
課
職
員
と
一
緒
に
出
向
い
て
滞
納

者
と
面
談
し
、
納
付
交
渉
を
行
い
、
市

政
へ
の
理
解
も
求
め
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
納
税
の
ご
苦
労
を
全
職
員
に

自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
、
税
金
の
無
駄
遣
い

を
な
く
し
ま
す
。

○
教
職
員
の
交
通
事
故
裁
判

中
川
市
長
が
就
任
し
た
の
は
、
加
西

市
が
一
審
で
敗
れ
、
二
審
で
も
既
に
和

解
勧
告
を
受
け
た
後
の
最
終
局
面
で
し

た
。
事
態
の
好
転
は
望
め
な
い
中
、
被

害
者
の
立
場
や
心
情
に
配
慮
し
つ
つ
、
市

民
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
と
な
る
よ
う
留

意
し
ま
し
た
。
な
お
、
加
害
者
家
族
か

懸
案
事
項
へ
の
対
処

ら
は
、
裁
判
外
で
相
当
額
の
寄
付
を
受

け
ま
し
た
。

○
北
条
鉄
道
の
再
建

市
長
は
、
社
長
就
任
前
か
ら
も
連
日

北
条
鉄
道
に
出
向
き
、
職
員
に
陣
頭
指

揮
す
る
と
と
も
に
、
利
用
客
の
声
も
聴

き
な
が
ら
、
会
社
再
建
に
向
け
て
精
力

的
に
動
い
て
い
ま
す
。
３
月
末
に
再
建
計

画
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

○
経
営
戦
略
室
と
加
西
市
経
営
改

革
委
員
会

市
役
所
内
の
タ
テ
割
り
組
織
を
横
断

的
に
束
ね
る
経
営
戦
略
室
を
新
設
、
市

の
重
要
課
題
に
対
し
全
庁
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

企
業
経
営
者
や
主
婦
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
加
西
市
経
営
改
革
委
員
会
よ

り
、
昨
年
末
、
北
条
鉄
道
再
建
、
教
育

施
設
の
建
替
え
な
ど
に
つ
い
て
の
中
間
答

申
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
各
方
面
の

ご
意
見
を
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら

市
役
所
運
営

○
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

１
月
４
日
か
ら
市
役
所
１
階
に
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
（
案
内
係
）
を
配
置
し
ま
し
た
。

試
行
期
間
を
経
て
、
４
月
以
降
の
本
格

ス
タ
ー
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
市
長
サ
ロ
ン
の
開
設

毎
月
第
４
日
曜
日
、「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ

い
」
３
階
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、

ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
ア
ポ
イ

ン
ト
な
し
で
市
長
に
お
会
い
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
正
し
い
情
報
開
示

議
会
答
弁
、
職
員
訓
示
、
広
報
か
さ

い
、
そ
の
他
挨
拶
等
は
、
全
て
市
長
が

自
ら
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
図
は
、
あ
い
ま
い
な
内
容
で

は
な
く
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
民
の

皆
さ
ん
や
職
員
に
対
し
て
発
信
す
る
た

め
で
す
。
四
月
か
ら
の
一
層
の
情
報
開

示
に
向
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
事
業
の
業
務
委
託

上
下
水
道
の
窓
口
事
務
、
検
針
業
務
、

滞
納
整
理
な
ど
を
民
間
委
託
す
る
た

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に

め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
方
式
に
よ

り
業
者
（
関
電
サ
ー
ビ
ス
）
を
選
定
し

ま
し
た
。
市
役
所
職
員
が
担
当
し
て
き

た
業
務
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
で
、
人

件
費
削
減
・
余
剰
人
員
の
転
用
・
収
納
率

ア
ッ
プ
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
ゴ
ミ
収
集
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
却

市
長
自
ら
、
ゴ
ミ
収
集
業
務
等
に
従

事
す
る
中
で
、
現
業
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
北
条
地
区

内
の
ゴ
ミ
収
集
も
民
間
委
託
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
回
収
し
、
指
定
法
人
へ
無
償
で

引
き
渡
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
入

札
処
分
し
て
歳
入
増
を
図
り
ま
す
。

○
い
つ
で
も
保
育

新
年
度
か
ら
市
内
の
１
園
で
、
朝
７

時
か
ら
夜
８
時
ま
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
と
の
市
長
方
針
を
受
け
、
３

月
議
会
に
予
算
案
を
上
程
し
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

『
加
西
市
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
』
が
、
昨

年
11
月
末
に
農
水
省
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
内
は
も
と
よ
り
、

近
畿
の
自
治
体
と
し
て
初
め
て
の
こ
と

で
、
全
国
で
も
30
自
治
体
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
中
川
市
長
が
４
年
越
し
で
温
め

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
異
例
の
早
さ
で

全
国
初
の
取
り
組
み
で

情
報
発
信

全
国
に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
加
西
市
を
め
ざ
し
て

―
中
川
市
政
の
半
年
間
―

報酬の過払い分を返金する三役

加
西
市
は
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
問
題
、
環
境
問
題
、
下
水
道

の
起
債
償
還
問
題
な
ど
、
先
送
り
で
き
な
い
数
多
く
の
難
問
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
で
お
客
様
」、「
民
間
の
知
恵
と
活
力
を
行
政
に
」
を
基
本
理

念
に
、
自
治
体
再
生
に
取
り
組
む
中
川
市
長
。
今
月
号
で
は
、
就
任
半
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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国
の
承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
廃

棄
物
か
ら
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

し
、
稀
少
動
植
物
の
住
み
や
す
い
環
境

を
守
り
続
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
市
民

が
地
域
の
素
晴
し
さ
を
再
発
見
し
、
循

環
型
農
業
の
大
切
さ
を
自
覚
す
る
こ
と

を
通
し
て
地
域
お
こ
し
の
原
動
力
と
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
環

境
関
連
産
業
な
ど
企
業
誘
致
の
有
力
な

武
器
に
な
り
ま
す
。
環
境
の
ま
ち
づ
く

り
を
通
し
て
、
雇
用
増
・
税
収
増
・
財

政
再
建
を
推
進
し
ま
す
。

○
公
募
方
法
の
導
入

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
市
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
で
き

る
だ
け
衆
知
を
結
集
し
て
改
革
を
進
め

る
た
め
、
監
査
委
員
の
公
募
に
続
き
、

助
役
や
教
育
長
を
全
国
公
募
し
ま
し

た
。
ま
た
、
従
来
、
あ
て
職
で
依
頼
し

て
い
た
各
種
審
議
会
等
の
委
員
に
つ
い
て

も
、
欠
員
分
か
ら
順
次
公
募
で
選
任
す

る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

○
三
洋
電
機
跡
地
の
開
発
計
画

今
春
、
北
条
工
場
が
鎮
岩
・
東
高
室

に
移
転
集
約
さ
れ
ま
す
が
、
跡
地
開
発

に
つ
い
て
は
、
井
植
社
長
や
井
戸
県
知
事

等
に
も
直
接
面
談
し
、
加
西
市
の
将
来

に
と
っ
て
望
ま
し
い
土
地
利
用
が
な
さ
れ

元
気
を
出
そ
う
・
加
西

る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

も
に
ぎ
わ
い
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る

よ
う
、
既
に
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
来
月
に
も

一
定
の
方
向
性
を
お
示
し
で
き
る
見
込

み
で
す
。

○
農
業
の
再
生
、
特
産
品
の
開
発

市
長
は
、
多
く
の
農
業
者
と
積
極
的

に
交
流
や
意
見
交
換
の
機
会
を
持
っ
て
い

ま
す
。
加
西
農
業
の
再
生
と
新
た
な
特

産
品
の
開
発
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

食
材
課
を
新
設
し
、
地
産
地
消
の
推
進

と
加
西
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
取
り
組
み
ま

す
。
食
材
課
の
設
置
は
全
国
自
治
体
で

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

各
種
会
議
へ
の
出
席
や
公
式
行
事
で

の
挨
拶
な
ど
、
市
長
の
公
務
は
多
種
多

様
で
す
。
加
え
て
、
加
古
川
西
部
土
地

改
良
区
理
事
長
、
加
西
北
条
都
市
開
発

譁
社
長
、
播
磨
三
洋
電
機
譁
取
締
役
を

は
じ
め
、
多
く
の
外
部
機
関
の
役
員
を

兼
務
し
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
先
送
り
さ
れ
て
き
た
問
題
は
、
前

倒
し
・
フ
ル
稼
働
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

加
西
市
で
は
、
合
併
以
来
、
一
度
も

外
部
監
査
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
財
政

の
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
改
革
の
ス

タ
ー
ト
地
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

も
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入
を
考
え
て

最
後
に

い
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
も
、
市
役
所
内
部

の
経
営
努
力
、
業
務
の
効
率
化
等
に
よ

っ
て
無
駄
を
省
き
、
よ
り
一
層
の
歳
出

削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ゴ
ミ
発
生
量
を
減
ら
せ
ば
、
処
理
に
費

や
す
税
金
を
減
ら
し
て
、
財
政
を
好
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
市
長
・
助
役
は
、
全

職
員
（
医
療
職
を
除
く
）
と
個
別
面
接

を
進
め
て
お
り
、
機
構
改
革
に
向
け
、

本
人
の
希
望
や
適
正
な
ど
も
把
握
し
た

上
で
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
す
。
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
、
権
限
も
適
宜
委

譲
し
て
職
員
が
業
務
に
主
体
的
に
取
り

組
む
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
と
は
、
若
者
が
定
住

で
き
、
他
都
市
の
住
民
が
住
み
た
く
な

る
よ
う
な
ま
ち
で
す
。
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
れ
ば
、
各
地

か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
な
ど
が

集
ま
り
、
経
済
活
動
や
地
域
間
交
流
が

活
発
化
で
き
ま
す
。
早
く
加
西
市
が
元

気
に
な
る
よ
う
、
金
を
か
け
ず
に
効
果

が
上
が
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
加
西
市
の
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
参
画
で
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
の

市
長
方
針
を
受
け
、
任
期
満
了
を
迎

え
た
各
種
審
議
会
等
の
委
員
の
改
選

に
つ
い
て
は
、
原
則
公
募
で
選
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

先
に
募
集
し
て
い
た
都
市
計
画
審

議
会
と
環
境
審
議
会
の
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
期
は
と
も
に
、
平
成
18
年
１
月
か

ら
２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

都
市
計
画
審
議
会
は
、
加
西
市
の

将
来
の
都
市
計
画
を
決
定
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
審
議
会
で
す
。
今
回
、
２

名
の
委
員
を
公
募
し
、
次
の
方
々
に

委
嘱
し
ま
し
た
。

植
田
美
紀
子

丸
岡
　
　
肇

２
人
か
ら
は
、「
市
内
に
広
が
る
豊

か
な
田
園
風
景
を
守
り
育
て
、
美
し

い
自
然
環
境
を
壊
さ
な
い
土
地
利
用

計
画
を
」、「
中
心
街
と
周
辺
地
の
あ

り
方
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
高
度
化
し
た
ア

ク
セ
ス
網
で
京
阪
神
と
の
連
携
、
商
・

農
・
工
業
の
魅
力
の
高
度
化
」
な
ど
、

夢
の
あ
る
将
来
の
加
西
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

加
西
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

各
種
審
議
会
委
員
を
選
定

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、
身
近
な
環
境
問
題
か
ら
地
球
環

境
問
題
ま
で
環
境
保
全
活
動
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
加
西
市

の
環
境
に
つ
い
て
関
心
と
熱
意
の
あ
る

方
を
応
募
し
ま
し
た
。
予
想
を
上
回

る
多
く
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
次
の
12

名
の
方
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

尾
内
　
良
三

大
西
　
啓
之

岡
田
　
美
香

小
田
　
春
幸

久
保
田
修
平

竹
内
　
康
行

田
先
　
崇
志

長
谷
川
淳
子

藤
田
　
　
孝

森
川
　
裕
嗣

山
根
　
裕
二

吉
田
　
　
廣

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
環
境
に
や
さ
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
移
行
」、「
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現
」、「
CO2
と

不
法
投
棄
の
僕
滅
、
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別

回
収
徹
底
」、「
緑
の
中
で
自
然
体
験

す
る
教
育
特
区
」、「
溜
池
の
有
効
活

用
」、「
モ
デ
ル
里
山
づ
く
り
」
…
と
い

う
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
西
市
環
境
審
議
会
委
員
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区
長
会
会
長

織
　
田
　
良
　
一

島
　
町

（
多
加
野
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

高
　
橋
　
光
　
成

西
高
室

（
北
条
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

高
　
見
　
淳
　
一

戸
田
井
町

（
下
里
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

藤
　
原
　
道
　
弘

中
野
町

（
九
会
地
区
代
表
区
長
）

富
田
地
区
代
表
区
長

伊
　
賀
　
壽
　
昭

福
居
町

賀
茂
地
区
代
表
区
長

本
　
多
　
邦
　
好

福
住
東
町

富
合
地
区
代
表
区
長

小
　
林
　
正
　
明

朝
妻
町

西
在
田
地
区
代
表
区
長

竹
　
内
　
暉
　
雄

下
道
山
町

在
田
地
区
代
表
区
長

甘
　
中
　
　
　
求

笹
倉
町

区 長さん

区長会会長

織田良一さん

▽
福
吉
町
　
岡
本
治
世
　
▽
本
町
　
岡

本
圭
祐
　
▽
南
町
　
植
田
定
雄
　
▽
駅

前
町
　
堀
江
正
彦
　
▽
御
旅
町
　
大
崎

隆
義
　
▽
御
幸
町
　
三
枝
正
男
　
▽
笠

屋
町
　
豊
田
啓
一
　
▽
宮
前
町
　
山
下

高
教
　
▽
江
ノ
木
町
　
正
中
泰
司
　
▽

住
屋
町
　
畑
田
芳
正
　
▽
栄
町
　
垣
内

高
明
　
▽
小
谷
　
圓
井
秀
明
　
▽
栗
田

平
位
　
和
　
▽
横
尾
　
水
田
利
夫
　
▽

古
坂
　
松
本
金
昭
　
▽
東
高
室
　
田
野

実
　
▽
西
高
室
　
高
橋
光
成
　
▽
東
南

豊
田
正
幸
　
▽
西
南
　
大
西
　
勲
　
▽

黒
駒
　
塚
原
貞
美
　
▽
曽
根
自
治
区

松
田
忠
幸
　
▽
北
条
第
三
住
宅
　
中
山

景
寿
　
▽
古
坂
１
丁
目
　
福
山
歳
章

▽
古
坂
２
丁
目
　
春
井
　
勝
　
▽
古
坂

３
丁
目
　
妹
尾
浩
一
　
▽
北
条
団
地

原
田
孝
志
　
▽
女
鹿
山
　
平
田
信
男

▽
清
水
団
地
　
中
川
千
春
　
▽
カ
ナ
ダ

村
　
太
田
垣
光
男
　
▽
荒
神
山
住
宅

小
牟
田
謙
造

▽
谷
町
　
垣
内
　
太
　
▽
西
谷
東
町

増
田
利
弘
　
▽
西
谷
西
町
　
国
松
輝
夫

▽
畑
町
　
藤
岡
敬
己
　
▽
窪
田
町
　
後

藤
孝
重
　
▽
吸
谷
町
　
後
藤
健
一
　
▽

西
上
野
町
　
岡
　
繁
美
　
▽
市
村
町

川
嶋
克
己
　
▽
坂
元
町
　
松
井
隆
弘

▽
福
居
町
　
伊
賀
壽
昭
　
▽
谷
口
町

田
中
由
一
　
▽
吉
野
町
　
荒
木
智
幸

▽
吉
野
住
宅
　
永
嶋
辰
男
　
▽
芝
自
治

区
　
竹
本
　
茂

▽
福
住
東
町
　
本
多
邦
好
　
▽
福
住
西

町
　
安
田
良
宏
　
▽
山
下
西
町
　
衣
笠

勝
弘
　
▽
山
下
中
町
　
今
峯
茂
幸
　
▽

山
下
東
町
　
奥
隅
貞
壽
　
▽
西
横
田
町

中
根
昭
夫
　
▽
東
横
田
町
　
山
田
芳
晴

▽
鎮
岩
町
　
三
船
幸
男
　
▽
岸
呂
町

喜
谷
能
久
　
▽
東
長
町
　
岡
原
吉
人

▽
西
長
町
　
三
宅
秀
文
　
▽
東
剣
坂
町

中
本
英
文
　
▽
西
剣
坂
町
　
中
村
治

▽
中
山
町
　
渡
邊
久
芳
　
▽
大
柳
町

小
林
久
義

▽
王
子
町
　
宮
永
守
男
　
▽
戸
田
井
町

高
見
淳
一
　
▽
両
月
町
　
高
見
芳
行

▽
大
村
町
　
前
田
芳
弘
　
▽
尾
崎
町

岩
本
　
章
　
▽
段
下
町
　
東
山
尊
英

▽
中
西
南
町
　
塚
前
義
廣
　
▽
中
西
北

町
　
石
野
泰
三
　
▽
琵
琶
甲
町
　
村
上

重
義
　
▽
野
条
町
　
蓬
莱
正
史
　
▽
牛

居
町
　
前
田
英
機
　
▽
上
野
田
町
　
岩

田
　
勝
　
▽
東
野
田
町
　
前
田
正
数

▽
東
笠
原
町
　
中
安
　
高
　
▽
西
笠
原

町
　
尾
上
和
�
　
▽
三
口
町
　
宮
永

洋
　
▽
坂
本
町
　
梅
野
豊
秋
　
▽
倉
谷

町
　
後
藤
昭
正
　
▽
千
ノ
沢
町
　
桜
井

伸
一
　
▽
新
生
町
　
中
澤
誠
二
　
▽
尾

崎
団
地
自
治
区
　
尾
田
吉
清

▽
中
野
町
　
藤
原
道
弘
　
▽
田
原
町

橋
爪
哲
雄
　
▽
網
引
町
　
板
井
義
定

▽
南
網
引
町
　
山
下
秀
樹
　
▽
栄
町

吉
田
英
夫
　
▽
桑
原
田
町
　
松
尾
三
代

治
　
▽
繁
陽
町
　
山
端
重
實
　
▽
繁
昌

町
　
山
田
英
規
　
▽
上
宮
木
町
　
田
中

千
秋
　
▽
下
宮
木
村
町
　
深
田
康
雄

▽
下
宮
木
町
　
澤
中
　
茂
　
▽
鶉
野
上

町
　
田
中
光
顕
　
▽
鶉
野
南
町
　
横
山

實
　
▽
鶉
野
中
町
　
永
野
修
身
　
▽
繁

昌
団
地
自
治
会
　
北
川
敏
正

▽
都
染
町
　
松
岡
勝
己
　
▽
別
府
西
町

高
見
日
出
男
　
▽
別
府
中
町
　
別
府

実
　
▽
別
府
東
町
　
西
村
雅
純
　
▽
常

吉
町
　
柴
田
忠
男
　
▽
朝
妻
町
　
小
林

正
明
　
▽
豊
倉
町
　
岩
佐
　
政
　
▽
玉

野
町
　
繁
中
晴
夫
　
▽
山
枝
町
　
仲
井

清
澄
　
▽
玉
丘
町
　
井
上
　
治
　
▽
青

野
原
町
　
浅
田
武
志

▽
甲
和
泉
町
　
伊
藤
孝
之
　
▽
乙
和
泉

町
　
衣
笠
昌
弘
　
▽
河
内
町
　
仁
尾

勝
　
▽
山
田
町
　
神
田
　
孝
　
▽
野
上

町
　
高
見
登
志
男
　
▽
池
上
町
　
誉
田

敏
昭
　
▽
西
野
々
町
　
阿
木
　
守
　
▽

島
町
　
織
田
良
一
　
▽
満
久
町
　
原
田

義
隆
　
▽
馬
渡
谷
町
　
藤
原
　
武
　
▽

大
工
町
　
神
田
哲
茂
　
▽
鍛
治
屋
町

繁
田
幸
良
　
▽
油
谷
町
　
玉
井
康
文

▽
田
谷
町
　
常
峰
八
郎
　
▽
国
正
町

民
輪
正
秀
　
▽
小
印
南
町
　
原
田
義
弘

▽
青
野
町
　
繁
田
昭
彦

▽
上
若
井
町
　
小
篠
一
徳
　
▽
下
若
井

町
　
金
田
一
彦
　
▽
大
内
町
　
増
田
栄

造
　
▽
下
道
山
町
　
竹
内
暉
雄
　
▽
上

道
山
町
　
山
田
芳
朗
　
▽
下
万
願
寺
町

熊
谷
末
男
　
▽
上
万
願
寺
町
　
高
井

均▽
殿
原
町
　
友
重
博
臣
　
▽
鴨
谷
町

轟
　
宗
雄
　
▽
笹
倉
町
　
甘
中
　
求

▽
中
富
町
　
辻
　
祥
行
　
▽
越
水
町

高
橋
義
博
　
▽
北
町
　
吉
田
益
造
　
▽

別
所
町
　
大
杉
正
博
　
▽
佐
谷
町
　
藤

本
秀
男
　
▽
上
野
町
　
瀬
戸
克
彦
　
▽

広
原
町
　
奥
山
圭
二
　
▽
下
芥
田
町

小
牧
清
信
　
▽
上
芥
田
町
　
藤
元
　
昇

（
敬
称
略
）

北
条
地
区

富
田
地
区

賀
茂
地
区

下
里
地
区

九
会
地
区

富
合
地
区

多
加
野
地
区

在
田
地
区

西
在
田
地
区

加
西
市
で
は
現
在
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
等
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
県
の
特

別
指
定
区
域
制
度
を
活
用
し
、
市

街
化
調
整
区
域
の
建
築
制
限
の
緩

和
を
目
的
と
し
た
集
落
区
域
（
地

縁
者
の
住
宅
区
域
）
の
指
定
に
向

け
て
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
係
す
る
各
自
治
会
の
指

定
区
域
図
（
素
案
）
が
で
き
上
が

り
ま
し
た
の
で
、
地
区
別
に
役
員

の
方
な
ど
を
対
象
に
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定
区
域
図

（
素
案
）
を
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

今
後
は
、
各
個
人
を
対
象
に
し

た
土
地
利
用
相
談
の
実
施
や
、
要

望
書
の
提
出
（
４
月
末
期
限
）
の

機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。
素
案

の
調
整
後
、
各
自
治
会
の
申
出
書

に
よ
り
、
そ
の
後
の
法
手
続
き
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

（
地
区
別
説
明
会
日
程
、
場
所
）

○
２
月
20
日
豺
〜
２
月
23
日
貅

…
日
吉
、
宇
仁
、
在
田
校
区

（
北
部
公
民
館
）

特別
指定区域
地区別説明会
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農
会
長
会
会
長

山
　
本
　
宏
　
雄

千
ノ
沢
町

（
下
里
地
区
代
表
農
会
長
）

農
会
長
会
副
会
長

山
　
野
　
幸
　
男

朝
妻
町

（
富
合
地
区
代
表
農
会
長
）

北
条
地
区
代
表
農
会
長

岡
　
田
　
泰
　
和

東
　
南

富
田
地
区
代
表
農
会
長

為
　
広
　
実
千
男

西
谷
東
町

賀
茂
地
区
代
表
農
会
長

小
松
原
　
弘
　
一

山
下
中
町

九
会
地
区
代
表
農
会
長

高
　
原
　
明
　
郎

鶉
野
南
町

多
加
野
地
区
代
表
農
会
長

常
　
峰
　
一
　
三

小
印
南
町

西
在
田
地
区
代
表
農
会
長

金
　
沢
　
忠
　
吉

上
道
山
町

在
田
地
区
代
表
農
会
長

深
　
山
　
　
　
英

広
原
町

農会長会会長

山本宏雄さん

農会長さん

▽
北
条
東
　
松
本
　
正
　
▽
北
条
西

正
中
敏
昭
　
▽
小
谷
　
小
松
正
紀
　
▽

栗
田
　
内
藤
博
明
　
▽
横
尾
　
西
門
道

雄
　
▽
古
坂
　
相
江
昌
彦
　
▽
東
高
室

松
尾
義
三
　
▽
西
高
室
　
高
橋
保
雄

▽
東
南
　
岡
田
泰
和
　
▽
西
南
　
大
西

啓
之
　
▽
黒
駒
　
菅
原
一
道

▽
谷
町
　
垣
内
孝
洋
　
▽
西
谷
東
町

為
広
実
千
男
　
▽
畑
町
第
１
　
増
田
達

美
　
▽
畑
町
第
２
　
増
田
和
人
　
▽
畑

町
第
３
　
藤
田
昭
彦
　
▽
畑
町
第
４

安
富
新
次
郎
　
▽
窪
田
町
　
後
藤
昌
彰

▽
吸
谷
町
　
柏
原
伸
一
　
▽
西
上
野
町

岡
　
聖
一
　
▽
市
村
町
　
平
林
茂
生

▽
坂
元
町
第
１
　
後
藤
基
保
　
▽
坂
元

町
第
２
　
小
林
孝
昌
　
▽
福
居
町
第
１

大
門
賢
二
郎
　
▽
福
居
町
第
２
　
柏
原

英
貴
　
▽
福
居
町
第
３
　
喜
田
秀
俊

▽
福
居
町
第
４
　
黒
田
栄
二
　
▽
谷
口

町
　
山
野
建
一
　
▽
吉
野
町
　
荒
木

晃▽
福
住
東
町
　
本
多
順
一
　
▽
福
住
西

町
　
渡
辺
俊
彦
　
▽
山
下
西
町
　
衣
笠

利
則
　
▽
山
下
中
町
　
小
松
原
弘
一

▽
山
下
東
町
　
名
古
屋
義
数
　
▽
西
横

田
町
　
山
本
邦
夫
　
▽
東
横
田
町
　
山

本
重
幸
　
▽
鎮
岩
町
　
西
谷
末
男
　
▽

岸
呂
町
　
山
崎
　
寛
　
▽
東
長
町
　
上

原
一
男
　
▽
西
長
町
　
玉
置
清
和
　
▽

東
剣
坂
町
　
椋
本
俊
男
　
▽
西
剣
坂
町

大
寺
　
勇
　
▽
中
山
町
　
松
本
　
茂

▽
大
柳
町
　
小
林
大
助

▽
王
子
町
　
前
田
　
忠
　
▽
戸
田
井
町

高
見
和
則
　
▽
両
月
町
　
高
見
　
勉

▽
大
村
町
　
谷
　
昭
裕
　
▽
尾
崎
町

深
田
泰
造
　
▽
段
下
町
　
栗
山
富
男

▽
中
西
南
町
　
井
上
一
成
　
▽
中
西
北

町
　
岩
崎
正
明
　
▽
琵
琶
甲
町
　
内
田

康
雄
　
▽
野
条
町
　
蓬
莱
文
昭
　
▽
牛

居
町
　
中
村
　
宏
　
▽
上
野
田
町
　
中

川
正
弘
　
▽
東
野
田
町
　
岩
崎
敏
昭

▽
東
笠
原
町
　
丹
野
昌
夫
　
▽
西
笠
原

町
　
佐
伯
秀
秋
　
▽
三
口
川
北
　
芝

明
　
▽
三
口
北
浦
　
稲
岡
　
護
　
▽
三

口
上
所
　
森
井
貞
夫
　
▽
坂
本
町
　
小

谷
章
二
　
▽
倉
谷
町
　
谷
川
定
隆
　
▽

千
ﾉ
沢
町
　
山
本
宏
雄

▽
中
野
町
　
三
宅
照
彦
　
▽
田
原
町

大
橋
勝
志
　
▽
網
引
町
　
板
井
正
和

▽
南
網
引
町
　
神
沢
　
均
　
▽
栄
町

洞
井
志
都
夫
　
▽
桑
原
田
町
　
菅
野

勝
　
▽
繁
陽
町
　
山
端
幸
雄
　
▽
繁
昌

町
　
菅
野
英
一
　
▽
上
宮
木
町
　
西
村

毅
　
▽
下
宮
木
村
町
　
古
元
美
貴
男

▽
下
宮
木
町
　
澤
中
文
彦
　
▽
鶉
野
上

町
　
田
中
敏
昭
　
▽
鶉
野
南
町
　
高
原

明
郎
　
▽
鶉
野
中
町
　
黒
田
義
昭

▽
都
染
町
　
一
ノ
瀬
育
久
　
▽
別
府
西

町
　
西
面
壽
幸
　
▽
別
府
中
町
　
松
末

武
博
　
▽
別
府
東
町
　
高
見
良
記
　
▽

常
吉
町
　
東
郷
克
芳
　
▽
朝
妻
町
　
山

野
幸
男
　
▽
豊
倉
町
　
田
中
義
昭
　
▽

玉
野
町
　
本
玉
真
規
　
▽
山
枝
町
　
仲

井
満
男
　
▽
玉
丘
町
　
内
藤
昌
俊
　
▽

青
野
原
町
　
常
峰
皓
一

▽
甲
和
泉
町
　
伊
藤
容
博
　
▽
乙
和
泉

町
　
藤
本
行
則
　
▽
河
内
町
　
内
藤
利

勝
　
▽
山
田
町
　
藤
本
正
男
　
▽
野
上

町
　
高
見
親
義
　
▽
池
上
町
　
植
田
俊

弘
　
▽
西
野
々
町
　
阿
部
佳
也
　
▽
島

町
　
坂
田
勝
巳
　
▽
満
久
町
　
藤
原
充

男
　
▽
馬
渡
谷
町
　
北
川
博
敏
　
▽
大

工
町
　
神
田
寿
五
　
▽
鍛
治
屋
町
　
岡

田
一
二
三
　
▽
油
谷
町
　
吉
田
昌
義

▽
田
谷
町
　
岡
本
良
三
　
▽
国
正
町

松
岡
義
博
　
▽
小
印
南
町
　
常
峰
一
三

▽
青
野
町
　
繁
田
　
基

▽
上
若
井
町
　
篠
倉
光
男
　
▽
下
若
井

町
　
篠
倉
和
昭
　
▽
大
内
町
　
岡
本
正

博
　
▽
下
道
山
町
　
竹
内
　
健
　
▽
上

道
山
町
　
金
沢
忠
吉
　
▽
下
万
願
寺
町

宮
川
和
久
　
▽
上
万
願
寺
町
　
国
田
良

一▽
殿
原
町
　
溝
辺
鉄
夫
　
▽
鴨
谷
町

青
木
正
樹
　
▽
笹
倉
町
　
松
本
勝
哉

▽
中
富
町
　
高
見
光
則
　
▽
越
水
町

長
田
正
晴
　
▽
北
町
　
吉
田
益
造
（
連

絡
員
）
▽
別
所
町
　
有
田
安
明
　
▽
佐

谷
町
　
堀
井
秀
司
　
▽
上
野
町
　
藤
原

将
憲
　
▽
広
原
町
　
深
山
　
英
　
▽
下

芥
田
町
　
小
牧
重
美
　
▽
上
芥
田
町

是
常
耕
作

（
敬
称
略
）

○
２
月
27
日
豺
〜
３
月
３
日
貊

…
九
会
、
富
合
校
区

（
南
部
公
民
館
）

○
３
月
６
日
豺
〜
３
月
10
日
貊

…
賀
茂
、
下
里
校
区

（
善
防
公
民
館
）

○
３
月
22
日
貉
〜
３
月
29
日
貉

…
北
条
、
富
田
校
区
（
中
央
公

民
館
、コ
ミ
セ
ン
小
ホ
ー
ル
）

※
期
間
内
で
各
町
の
実
施
日
時
を

定
め
て
い
ま
す
。

※
「
地
縁
者
の
住
宅
区
域
」
に
指

定
さ
れ
る
と
、
集
落
周
辺
（
同

じ
小
学
校
区
内
、
ま
た
は
隣
接

す
る
大
字
）
に
10
年
以
上
居
住

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
居
住
し

て
い
た
方
で
あ
れ
ば
、
新
た
に

土
地
を
購
入
し
、
許
可
を
受
け

て
住
宅
を
建
築
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

か
さ
い

◆
日
　
時

３
月
５
日
豸
午
後
１

時
開
場
　
午
後
１
時
30
分
開
演

◆
場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

３
階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
定
　
員

先
着
１
０
０
名
　

◆
内
　
容

講
演
、
先
進
地
事
例

紹
介

◆
問
合
先

都
市
計
画
課

（
蕁
瀚
８
７
５
３
）

北
条
地
区

富
田
地
区

賀
茂
地
区

下
里
地
区

九
会
地
区

富
合
地
区

多
加
野
地
区

在
田
地
区

西
在
田
地
区
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加
西
市
に「
駅
伝
王
国
・
兵
庫
」

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
勢
揃
い
。

加
西
市
チ
ー
ム
は
地
元
の
大
き

な
声
援
に
応
え
よ
う
と
力
走
。
残

念
な
が
ら
男
子
チ
ー
ム
は
、
選
手

の
体
調
不
良
に
よ
り
や
む
を
得
ず

棄
権
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
女
子
チ
ー
ム
で
は
、
各
区
間

の
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
力
を
発

揮
し
、
昨
年
よ
り
も
順
位
を
５
つ

上
げ
る
な
ど
躍
進
し
ま
し
た
。
中

で
も
三
宅
３
姉
妹
の
二
女
の
裕
子

さ
ん
が
２
区
を
、
長
女
の
慶
さ
ん

が
５
区
を
そ
れ
ぞ
れ
快
走
し
、
ま

た
三
女
の
翔
子
さ
ん
は
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
チ
ー
ム
の
全
員

が
力
を
出
し
き
り
ま
し
た
。

今
や
す
っ
か
り
と
冬
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
た
こ
の
大
会
。
沿

道
に
は
、
市
内
企
業
の
協
力
で
色

鮮
や
か
な
の
ぼ
り
が
並
び
、
市
内

の
小
学
生
児
童
が
手
作
り
し
た
小

旗
が
配
ら
れ
応
援
の
声
と
と
も
に

振
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
連

合
婦
人
会
、
い
ず
み
会
、
Ｊ
Ａ
女

性
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
ぜ
ん

ざ
い
や
甘
酒
が
選
手
や
観
客
に
ふ

る
ま
わ
れ
大
会
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

加
西
市
は
18
年
間
に
わ
た
り
、
県

郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
を
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
声
援
が

あ
っ
て
こ
そ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
大
会
で
は
、
加
西
市
チ
ー
ム
の
う

ち
、
女
子
チ
ー
ム
は
昨
年
よ
り
順
位
を

５
つ
上
げ
る
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
が
、

男
子
チ
ー
ム
は
当
日
に
な
っ
て
急
き
ょ

棄
権
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
選
手
の
体
調
を
考
え
て
の
苦

渋
の
決
断
で
し
た
が
、
開
催
市
と
し

て
は
誠
に
残
念
な
結
果
で
し
た
。

こ
の
駅
伝
は
来
年
も
引
き
続
き
加

西
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、今
後
は
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
加

西
市
陸
上
競
技
協
会
を
中
心
に
若
手

選
手
の
育
成
強
化
に
一
層
努
め
ま
す
。

同
時
に
、
各
種
団
体
や
企
業
の
皆

様
に
大
き
な
ご
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

一
部
運
営
も
見
直
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が2月5日豸、市役所前を
出発・中継・ゴール地点として、男子は42.195袰、女子は
21.0975袰で行われました。

男　子

1区 高見　美帆 （びわこ成蹊スポーツ大）
2区 三宅　裕子 （名城大）
3区 玉置　友耶 （善防中）
4区 田中　聖菜 （加西中）
5区 三宅　　慶 （ノーリツ）

女　子

加西市チームのメンバー表

順位 チーム タイム

1 高 砂 市 2°08′34″
2 加古川市 2°09′26″
3 西 宮 市 2°09′32″
― 加 西 市 棄　権

男　子
順位 チーム タイム

1 高 砂 市 1°11′43″
2 小 野 市 1°13′11″
3 三 木 市 1°13′26″
14 加 西 市 1°17′24″

女　子総　合　成　績

加
西
市
18
回
大
会

男子60回
女子21回

棄　権

蛻播州加西あばれ太鼓愛好会の勇壮な演奏

2月5日豸、郡市区対抗駅伝競走
大会がスタートした直後、同コース
を使って北播磨の小学5、6年生約
80名がスタート。いずれも玉丘町の
交差点付近を折り返す2袰を元気い
っぱいに走りました。中でも男子6年
生の部で出場した工藤大輝さん（北
条小）が6分49秒のタイムで、総合
3位と健闘しました。

北北北北播播播播小小小小学学学学生生生生
ロロロローーーードドドドレレレレーーーーススススカカカカーーーーニニニニババババルルルル

蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム蛻昨年から5つ順位を上げた加西市女子チーム

蛻市民会館前をスタート



２００６年２月号（No.５０１）7

４
月
１
日
貍
よ
り
生
活
環
境
部

業
務
課
の
上
下
水
道
業
務
を
「
関

電
サ
ー
ビ
ス
譁
」
に
委
託
し
、「
上

下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

市
で
は
業
務
課
が
担
当
す
る
次

の
業
務
内
容
の
委
託
に
よ
り
、
各

業
務
の
専
門
化
を
行
い
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・

コ
ス
ト
改
善
を
図
り
ま
す
。

○
委
託
業
務
の
主
な
内
容

①
受
付
事
務

②
開
閉
栓
業
務

③
検
針
業
務

④
滞
納
整
理
業
務

⑤
下
水
道
事
業
に
係
る
業
務

◆
問
合
先

業
務
課

（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

平
成
18
年
４
月
、
精
神
通
院
公

費
負
担
制
度
（
32
条
）
は
、
障
害

者
自
立
支
援
医
療
に
変
わ
り
ま

す
。 お

済
み
で
す
か
？

自
立
支
援
医
療
の

申
請
手
続
き

上
下
水
道

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

を
開
設

自
立
支
援
医
療
を
利
用
す
る
に

は
、
新
た
な
受
給
者
証
が
必
要
で

す
の
で
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
在
、
精
神
通
院
公
費
負
担
制

度
（
32
条
）
を
利
用
し
て
い
る
方

も
、
全
員
必
要
で
す
。

◆
問
合
先

社
会
福
祉
課

（
蕁
瀚
８
７
２
５
）

平
成
18
年
度

の
園
児
募
集
か

ら
市
立
幼
稚
園

の
休
園
規
程
が

次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
休
園
を
１
年
に
限
り
猶
予

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
入
園
希
望
者
が
規
程
の
15
人
に

満
た
な
い
と
き
で
も
、
入
園
希

望
者
が
12
人
以
上
の
場
合
。

②
対
象
児
童
数
の
少
な
い
小
学
校

区
で
、
入
園
希
望
者
が
10
人
以

上
、
か
つ
対
象
児
童
数
の
80
％

を
満
た
な
い
と
き
で
も
、
入
園

希
望
者
が
８
人
以
上
の
場
合
。

◆
問
合
先

各
幼
稚
園
又
は
幼
児

対
策
課
（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

幼
稚
園

休
園
規
程
の
変
更

今
年
度
の
町
ぐ
る
み
健
診
・
乳

が
ん
検
診
が
12
月
４
日
豸
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
加
西
市
の
総

受
診
数
は
５，
２
５
４
人
（
健
診

日
数
15
日
間
）
と
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

意
識
が
向
上
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。健

診
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の

１
つ
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
健

診
結
果
か
ら
日
頃
の
生
活
習
慣
を

振
り
返
り
、
健
康
づ
く
り
行
動
へ

と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。

健
康
長
寿
課
で
は
、
健
診
結
果

の
見
方
や
日
常
生
活
で
の
注
意
点

に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
長
寿

課
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
平
成
18
年
度
の
健
診
日

程
に
つ
い
て
は
、
３
月
号
に
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

◆
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?
あなたの
結果は?

町ぐるみ健診
乳がん検診

平成17年度

【町ぐるみ健診結果】（平成17年12月末現在）

【乳がん検診】（人）（平成17年12月末現在　1／20実施分は除く）

1. 基本健診結果 ☆受診数 4,644人　☆異常率が高い検査項目は、コレステロール値・糖尿病検査でした。

2. がん検診結果（人）

3. 歯科健診（人）

A 異常認めず
（6％） C 要観察（27％） D 要精密検査（27％） E 要医療

（12％） F 要継続医療（28％）

検　診　名 受診者数
要精密検査
（要精検率）

がん以外の疾患
（のべ）

がん疑いの診断
（のべ）

がん発見
（のべ）

胸部健診 3,599 89（2.5％）

検　診　名 受診者数 要治療者数（要治療率）

歯科健診 590 397（67.3％）

4. 肝炎ウィルス検診（人）

検　診　名 受診者数 陽性率

肝炎ウィルス検診 452 0.9％

28

胃がん検診 2,374 234（9.9％） 148

大腸がん検診 2,949 118（4.0％） 45

前立腺がん検診 850 62（7.3％） 18

子宮がん検診 1,045 12（1.1％） 6

21 12

検　診　名 受診者数 要精密検査（要精検率） がん以外の疾患（のべ） がん疑いの診断（のべ） がん発見（のべ）

0 0乳がん検診 217 21（9.7％） 12

☆平成17年度からマンモグラフィ検査が加わり、より精度の高い検診となりました。
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税
務
署
で
は
、
納
税
者
の

方
々
が
確
定
申
告
書
や
収
支

内
訳
書
を
自
分
で
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
職
員
は
作
成
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。「
平
成
17
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考

に
、
是
非
自
分
で
申
告
書
等
を
作

成
し
て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

の
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」で
も
作
成
で
き
ま
す
。

☆
所
得
税

給
与
所
得
以
外
に
次
の
よ
う
な

所
得
が
あ
る
方
は
、
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年

１
年
間
の
収
入
を
も
う
一
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

蘆
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
に
貸

し
た
と
き
の
収
入
、
ア
パ
ー
ト

や
貸
間
の
収
入（
不
動
産
所
得
）

蘆
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
収

入
（
譲
渡
所
得
）

蘆
生
命
保
険
契
約
等
の
満
期
保
険

金
等
（
一
時
所
得
）

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
】

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

蘆
給
与
を
一
ヶ
所
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
場
合
（
た
だ
し
20
万

円
以
下
の
場
合
で
も
市
県
民
税

の
申
告
は
必
要
で
す
）

蘆
平
成
17
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
越
え
る
場
合

※
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方
で

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
申
告
を
さ
れ

る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
税
務
署
又
は
市
の

申
告
会
場
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

【
農
業
所
得
の
申
告
】

黒
豆
・
ぶ
ど
う
・
い
ち
ご
等
の

特
殊
田
畑
作
物
を
作
ら
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
出
荷
伝
票
・
領

収
書
等
を
も
と
に
実
際
の
収
入
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得

を
出
す
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
株
式
譲
渡
の
申
告
】

株
式
譲
渡
に
つ
い
て
は
多
様
な

ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

株
式
譲
渡
に
関
す
る
申
告
に
つ
い

て
は
社
税
務
署
で
お
願
い
し
ま

す
。

◆
問
合
先

社
税
務
署
個
人
課
税

部
門（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
３
）

☆
市
県
民
税

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
前
年
中
に
所
得

が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
を
す
る

方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
除
く
）
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

特
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
書
は
３
月
15
日
貉
ま
で

に
申
告
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

市
役
所
税
務
課

（
蕁
瀚
８
７
１
２
）

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
正
し
く

自
分
で
書
い
て
!
郵
送
で
!
お
早
め
に
!

税務署からのお知らせ

所
得
税
の
確
定
申
告
・

市
県
民
税
の
申
告

申
告
期
間
は

２
月
16
日
貅
〜
３
月
15
日
貉

個人事業者の消費税及び
地方消費税の申告と納付期限
蛔 3月31日貊

所得税及び贈与税の申告と納付期限
蛔 3月15日貉

確定申告と納税は正しくお早めに!

①
所
得
税
ま
た
は
市
県
民
税
の
申

告
書（
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
方
）

②
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
、
年

金
所
得
が
あ
る
方
）

③
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
書

類
④
生
命
保
険
、
損
害
保
険
等
の
支

払
証
明
書
、
そ
の
他
領
収
書

⑤
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑥
通
知
が
あ
っ
た
方
は
通
知
書

※
新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
金
融
機
関
名
・
預
金

の
種
類
・
口
座
番
号
・
通
帳
使

用
印
も
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
14

年
度
以
降
、
収
納
事
務
が
市
か

ら
国
（
社
会
保
険
事
務
所
）
へ

移
管
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年

分
申
告
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
控
除
証
明

書
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
又

は
提
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

①
平
成
17
年
中
に
大
型
農
機
具

（
30
万
円
以
上
）
を
購
入
し
た

方
は
購
入
証
明
書

②
カ
ン
ト
リ
ー
の
利
用
料
お
よ
び

苗
の
購
入
証
明
書

③
近
代
化
資
金
等
の
利
息
支
払
証

明
書

④
加
古
川
西
部
土
地
改
良
区
事
業

負
担
金
（
管
理
費
含
む
）
の
領

収
書

⑤
土
地
改
良
事
業
負
担
金
の
領
収

書
⑥
米
需
給
調
整
・
需
要
拡
大
基
金

拠
出
金
の
通
知
書

※
黒
豆
、
ぶ
ど
う
、
い
ち
ご
等
の

特
殊
田
畑
作
物
を
作
ら
れ
て
い

る
方
は
収
支
計
算
と
な
り
ま
す

の
で
、
出
荷
伝
票
・
領
収
書
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

《
申
告
に
必
ず

持
っ
て
く
る
も
の
》

《
農
業
所
得
の

申
告
に
必
要
な
も
の
》
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加西市立図書館より利用者の皆さまへ

◆問合先／図書館（蕁瀚３７２２）

特別整理期間とは、
約14万点ある所蔵資料の一斉点検を行うとともに、資料の整理や補修、普段できない施設設備やコンピュ

ータなどの点検・修理を行う大切な期間です。利用される皆さんがお探しの資料を迅速・確実に提供するため
に必要な作業です。ご不便をおかけしますが、ご理解のほどお願いします。

所得税の確定申告・市県民税の申告期間のお知らせ

平成18年度市県民税申告（平成17年分確定申告）相談日程表
区　　　　分 期　　間

2月16日貅～3月15日貉

原則（土･日曜は除く）ただ
し、19日・26日の日曜日
は相談受付を行ないます。

2月22日貉
23日貅
28日貂

3月 1日貉

2月20日豺
21日貂
22日貉

3月 1日貉
2日貅
3日貊

場　　所

加西市民会館
コミュニティセンター
3階　小ホール

（蕁潴0611）

加西市民会館
コミュニティセンター
3階　遊戯室

加西商工会議所
3階　大会議室

（蕁瀚0416）

時　　間

9：00～16：00

9：30～16：00
税務署職員等が申告相談に応じます。
※事業（営業）所得、譲渡所得のある方
は、なるべくこの期間に申告にお越し
ください。

9：30～16：00

税理士等が申告相談に応じます。
ハガキで通知のない方でも確定申告の
相談に応じます。

対　象　者

申告の必要な方

対象者には、ハガキ
で通知します。

申 告 相 談

所得税確定申告相談
社税務署・加西市

税理士等による無料相談
（所得税・消費税確定申告相談）
税理士会・納税協会
納貯連合会・商工会議所

加西市では、今年の確定申告期間中、平日（月～金曜日）以外にも、２月19日･26日の日曜日に限
り市民会館コミュニティセンター３階小ホールにおいて、確定申告の相談・申告の受付を行ないます。
なお、通常の土・日は閉庁しております。また、社税務署では今年の申告期間中の開庁は平日のみ
で、土・日は閉庁しております。

今年の申告期間は、2月16日貅～3月15日貉です。

ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
、
溜

池
周
辺
で
不
法
投
棄
が
あ
り
ま
し

た
。
市
と
し
て
す
ぐ
に
処
分
し
ま

し
た
が
、
調
査
す
る
と
市
内
企
業

に
勤
め
る
従
業
員
が
捨
て
た
も
の

で
、
投
棄
者
に
は
処
理
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
条
例
改
正
を
含
め
て
不

法
投
棄
に
は
厳
し
く
対
処
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
土
地
所
有
者
は

そ
の
所
有
地
を
日
常
的
に
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
法

投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
守
り
ま
し
ょ

う
。

◆
問
合
先

環
境
課
ご
み
対
策
係

（
蕁
瀚
８
７
３
０
）

不
法
投
棄
の
禁
止

特別整理期間のため休館いたします
2月16日貅から2月28日貂まで



お米甲子園2005～兵庫のおいしいお米コンテスト
西脇稔晃さんが優秀賞
玉野町の西脇稔晃さん（アスリートファ
ーマーズ加西会長）のコシヒカリが、北播
磨地区代表として11月23日貉県主催のお
米甲子園2005に出場し、出品された362
点の中から見事優秀賞を受賞されました。
○「本日の特選素材

～加西産コシヒカリ～」開催!
家庭料理研究家の土井信子さんと優秀賞
受賞の西脇稔晃さんを招き、講演会と試食
会を開催します。（入場無料）
◆日　時／2月28日貂 午後1時 受付
◆場　所／アスティアかさい3階 地域交流センター
◆問合先／農政課（蕁瀚8741）

マレーシアより表敬訪問

12月20日貂、マレーシアよりチュアン
チュン　ジンさんが中川市長を表敬訪問しま
した。チュアンさんは、加西北条ライオンズ
クラブの招きでマレーシアから来日した16
歳、日本の食べ物や将来の夢などについて楽
しく話しました。

ようこそ市役所へ!
総合案内係（コンシェルジュ）配置

「市役所のど
の窓口に行けば
いいの？」「ど
こに相談すれば
いいの？」など
の質問にお答え
するために、市
役所1階エント

ラスホール庁舎案内板横に総合案内係（コ
ンシェルジュ）を配置しました。どうぞお
気軽にご相談ください。
◆配置時間／月～金曜日
午前8時30分～10時と午後1時～2時30

分の1日2回

高見英市氏に感謝状

人権擁護委員として9年間余り務められ人
権擁護と自由人権思想の普及・高揚に尽くさ
れた功績をたたえ、12月21日貉市長より高
見英市（和泉町）氏に感謝状が贈られました。

「富合駐在所」開所

地域の安全・
安心を守る要と
なる加西警察署
「富合駐在所」
が12月8日貅開
所しました。
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毎週金曜日にかさい日本語クラスで日本語を学ぶ外国人
が、1月29日豸市民会館で「世界の料理教室」を行いました。
中国・ブラジル・ベトナム・インドネシア人が参加して、世
界各国のおいしい料理を日本人とともに味わい交流しました。
○「かさい日本語クラス」ボランティアアシスタント募集!
外国の方を対象にした日本語教室です。現在、学習を手伝
っていただく日本人ボランティアを募集しています。
◆日　時／毎週金曜日　午後7時30分～9時
◆場　所／健康福祉会館　2階研修室
◆申込先・問合先／加西市都市親善友好協会（秘書広報課内）

（蕁瀚8701）

在住外国人が世界の味を披露
世界の料理教室

1月31日貂～2月12日豸までの期間、アスティアかさいで市内外のアーティス
ト約30組が公募によって集う「かさいアートゆうえんち」が開催されました。
様々なジャンルで活動している方々の作品展示、江戸玩具などを作るワークショ
ップ、創作絵本の読み聞かせなど楽しく参加できるイベントが盛りだくさん。
また、2月4日貍には日本グラフィックデザイナー協会新人
賞などを受賞し、世界的に活躍されている北川一成（馬渡
谷町）さんの講演会が行われました。講演では、今までに手
がけた仕事やデザインを生み出す現場の様子などが楽しく語
られました。講演を聴こうと集まった中にはデザイナーを目
指している方もいて、北川さんが語る言葉に熱心に耳を傾け、
メモを取るなど会場は熱い空気でいっぱいでした。

かさいアートゆうえんち
みんなで遊べる展覧会



ぼくたちわたしたちの町
マップで確認、みんなで守ろう!
昨年12月に見直された北条地区まちづく

り協議会の「防災マップ」を使って1月18日
貉、同協議会防災・安全グループリーダーの
福岡さんらの協力により、北条小3年生の皆
さんが防災体験学習を行いました。防災マッ
プに紹介されている消火栓やホース格納庫の
場所を歩いて直接確認したり、酒見寺多宝塔
では文化財を守るための消火設備「放水銃」
を消防署の協力により見学するなどして災害
に対する備えの大切さを学びました。

毎年1月26日は、「文化財防火デー」
みんなで文化財を守りましょう
文化財防火デーの制定は、奈良県の法隆
寺の金堂が炎上したことを契機としていま
す。
52回目となる防火デーを前に、1月22

日豸、消防署・消防団・寺関係者と協力し、
酒見寺多宝塔（北条町）及び法華山一乗寺
三重の塔周辺において防火訓練が行われま
した。一乗寺では、三重の塔より出火し付
近山林へ延焼中との想定のもと訓練開始。
管理人は、自動火災報知器で火災発生を寺
内に知らせると消防署へ119番通報し、消
防署・消防団は消火活動訓練を行いまし
た。

これぞ加西の特産品
特産品開発セミナー

1月25日貉、アスティアかさいで特産品
開発セミナーが開催され、昨年8月より受
講者が試行錯誤の末に生み出した特産品試
作品が発表されました。加西産の材料を用
いて切干大根とゆずを使ったまんじゅう、
いちごの形がそのまま残る新鮮なジャム、
ベリーＡを使った羊羹やゼリー、昔なつか
しいげんこつ飴や蕎麦などバラエティ豊
か! 今後は、地元の野菜が並ぶ愛菜館やそ
れぞれの販売所で順次販売される予定で
す。

上万願寺町にある東光寺に伝わる厄払い行事「鬼会」が、1月20日貊、国の重要無形民俗文化財に
答申されました。「鬼」にまつわる同種の行事は、県内各地で行われていますが、国の文化財に認められ
るのは初めてのことです。
この鬼会は室町時代から伝わるといわれ、毎年1月8日に行われる豊作と厄よけを祈願する行事です。
裃に烏帽子姿の還暦の男性2人が鍬を手に、「福太郎」と「福次郎」に扮し、田起しから種まき、田植

え、収穫までを演じる「田遊び」の儀礼で五穀豊穣を願った後、上・下万願寺町から一人ずつ選ばれる
42歳の厄年の男性が鬼に扮し、赤鬼はたいまつを、青鬼は矛を振り回しながら外陣を右回りに回ります。
本堂の東西の廊下からそれぞれ6回の計12回出てきて行われますが、回数を重ねるごとに動作が激しく
なり、７回目以降は拝殿内を縦横無尽に乱舞し、1年の災厄を追い払います。
このように田遊びの儀礼と結びついて大切に守り伝承されているのは、全国でも他に例がなく、日本
の民間信仰や年中行事の変遷をたどる上で貴重であると高く評価されました。

東光寺の「鬼会」が
国の重要無形民俗文化財に
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境
内
の
石
造
物
に
は
、
前
号
で

触
れ
ま
し
た
石
灯
籠
の
ほ
か
狛こ

ま

犬い
ぬ

、

石
仏
、
五ご

輪り
ん

塔と
う

、
墓
石
な
ど
が
残

っ
て
い
ま
す
。

社
殿
前
に
奉
献
さ
れ
た
高
室
石

製
の
狛
犬
は
、
総
高
約
１
４
０
袍
で

台
座
の
上
に
鎮
座
し
ま
す
。
前
肢

を
直
立
さ
せ
胸
を
張
り
ま
す
が
、

口
を
開
け
て
い
る
も
の
と
閉
じ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。社
殿
に
向
か

い
右
側
に
口
を
開
け
て
い
る
も
の
が

阿
形

あ
ぎ
ょ
う

、
口
を
閉
じ
て
い
る
の
が
吽う

ん

形け
い

と
呼
ば
れ
、
阿
形
が
雄
、
吽
形
が
雌

に
あ
て
る
の
が
一
般
的
で
す
。
阿
形

の
台
座
に
は
、
昭
和
３
年
（
１
９
２

８
）の
製
作
年
月
と
施
主
お
よ
び
東

高
室
の
石
工
名
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

社
殿
に
隣
接
す
る
建
物
内
に
は
、

高
さ
約
１
袤
、
幅
約
45
袍
の
板
状
の

凝
灰
岩
に
半は

ん

肉に
く

彫ぼ

り
の
大
日
如
来

像
と
思
わ
れ
る
石
仏
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
像
は
、
蓮
花
を
刻
ん
だ

蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
膝
を
組
み
膝
上
で
定
印

じ
ょ
う
い
ん

を
結
ぶ
座
像
も
し
く
は
宝ほ

う

珠じ
ゅ

か
鉢は

ち

状
の
物
を
持
っ
た
座
像
に
も
見
え
ま

す
。
頭
に
は
、
方
形
の
も
の
が
乗
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
宝ほ

う

冠か
ん

を
あ
し
ら
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
全
体
に
表

面
が
摩
滅
し
て
お
り
細
部
ま
で
分

か
り
ま
せ
ん
。
製
作
年
代
に
つ
い
て

は
不
明
で
す
が
、
稚
拙
な
技
法
か

ら
近
世
を
下
ら
な
い
時
期
の
作
と

考
え
ま
す
。

境
内
の
石
仏
に
は
、
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立
像

り
ゅ
う
ぞ
う

の
ほ
か
に
観か

ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

座ざ

像ぞ
う

、

五
輪
塔
の
残
欠
も
祀
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
境
内
に
仏
教
関
連
施
設
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
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インターネットの普及は目覚ましく、平成17年2月現在の
日本のインターネット人口は、7千万人余で、自宅でインタ
ーネット利用をする世帯普及率は55.4％となったそうです。
この急速な普及に伴い、様々な問題が発生しています。
プライバシー侵害、誹謗中傷、わいせつな内容、薬物売買
や詐欺商売など。しかしこれらの問題の中には、ルールや
マナーを理解していれば、未然に防ぐことが可能なものも
多くあります。
普及した車社会に交通ルールがあるように、ネット社会

の広まりに伴う守るべきルールは「ネチケット」と呼ばれま
す。インターネットとエチケットを組み合わせた造語ですが、
警視庁のホームページに「インターネット利用10か条」と
して分かりやすく掲載されているので紹介します。
①インターネット社会でも実生活と同じルールとマナーを守
る ②他人のプライバシーを尊重する ③住所、氏名を記入
するときには十分注意する ④ID・パスワードの管理を徹底
する ⑤他人のミスを大げさに言わない ⑥メールを送る前
によく確認する⑦面と向かって言えない事は書かない ⑧知
らない人からのメールは開かない ⑨困ったことがあったら
すぐに相談する⑩安易にダウンロードやコピーをしない
交通ルールは、小さいうちから家庭でも学校でも教えて

います。これはインターネット利用に際してのネチケットに
も言えそうです。また、道路にガードレールがあるように、
情報にも、フィルタリングソフトを入れるなど安全対策を講
じる必要もありそうです。

子
ど
も
た
ち

は
、
様
々
な
人
と

の
出
会
い
や
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ

や
喜
び
、
ま
た
、
く
や
し
さ
な
ど

多
く
の
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
で
、
心
身
共
に
豊
か
に
育
っ
て

い
き
ま
す
。
北
条
東

幼
稚
園
で
も
、
年
間

を
通
し
て
「
様
々
な

人
た
ち
と
の
か
か
わ

り
」
を
大
切
に
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
毎
年
10
月
に
実

施
し
て
い
る
「
高
齢

者
と
の
ふ
れ
あ
い
運

動
会
」
も
そ
の
一
つ

で
す
。

今
年
度
も
、
10
月

20
日
貅
に
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
30
数

名
の
高
齢
者
大
学
「
サ
ル
ビ
ア
学

園
」
の
学
園
生
の
方
が
来

て
く
だ
さ
り
、
園
児
と
ペ

ア
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
し
た
り
、
缶
つ
り
競
争
、

綱
引
き
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。
最
初
の

開
会
式
で
は
、
少
々
緊
張

気
味
の
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
、
高
齢
者
の
方
の
パ
ワ
ー
に
刺

激
を
受
け
、
力
を
合
わ
せ
て
夢
中

で
遊
ん
で
い
く
う
ち
に
、
す
っ
か
り

仲
良
し
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
会

の
後
は
、
幼
稚
園
の
テ
ラ
ス
で
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
一
緒
に
お

弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
高
齢
者

の
温
か
さ
や
優
し

さ
に
ふ
れ
、
親
し

み
の
気
持
ち
や
思

い
や
り
の
心
を
育

む
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
運

動
会
実
施
に
際
し

て
は
、
事
前
に
詳

し
い
打
ち
合
わ
せ

を
し
ま
し
た
が
、

そ
う
す
る
こ
と
で
、

学
園
生
と
園
児
の
双
方
が
目
的
を

持
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
出
会
い
や
ふ
れ

あ
い
の
機
会
を
多
く
持
つ
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
」
〜
ふ
れ
あ
い
運
動
会
〜

加西市立北条東幼稚園

ネット社会を安全に過ごすために
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石造文化財編

（琵琶甲町）

大歳神社の
石造物二
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小
児
科
外
来
プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
紹
介
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
小
児
科
外
来
を
受
診
す
る

子
ど
も
た
ち
が
、
遊
び
な
が
ら
診
察
を
待

つ
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
診
察
の
待
ち
時
間
の
間
に
、
子

ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
飽
き
な
い
よ
う

に
、
ま
た
お
母
さ
ん
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
減
す
る
よ
う
に
、平
成
17
年
12
月
よ
り
、

小
児
科
外
来
の
馬
の
壁
画
前
に
プ
レ
ー
ル

ー
ム
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
点
滴
用
の
レ
ー

ル
を
設
置
し
て
、
点
滴
中
で
も
安
全
に
遊

べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
り

に
は
柔
ら
か
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て

危
険
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
、
連

日
、
子
ど
も
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
の
中
で
楽

し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
、
ビ
デ
オ
の
再
生
で
き
る

テ
レ
ビ
を
導
入
す
る
予
定
で
、
一
層
の
充

実
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会

グ
ル
ー
プ
に
じ

昨年は、紀宮様がご成婚されまし
た。紀宮様が嫁がれる朝、美智子皇
后は「大丈夫よ」と言って、やさし
く紀宮様を抱きしめられたそうで
す。世間一般と同じように、ひとり
の親として愛情を注いで子育てをさ
れたのだなぁと、胸があたたかくな
りました。
いたずらしたり、ぐずったりして
親を困らせてばかり。いつもかわい
くていい子なんていませんよね。困
った時、ちょっと立ち止まってみま
しょう。困った行動の裏には理由が
あることが多いです。ムカッときて
も、グッとこらえて一呼吸。それか
ら落ち着いてたずねてみましょう。
何も言わない時、上手に表現できな
い時には、抱きしめてあげると心を
落ち着けるのに効果的です。
しっかりと抱きしめられる時、子
どもは不安から解放され、安らぎを
感じてこころが安定します。抱きし
めることで、○○ちゃんが大好きだ
よ、という親の気持ちが身体で伝わ
ります。無条件で自分を受け止めて
くれるという安心感は、子どものこ
ころの成長にとても大切です。
親子でスキンシップ、皆さんもし
てみませんか？

（加西市歯科衛生士会）

口の周りの筋肉を鍛えよう!

口の周りの筋肉が衰えてくると、食
べる時にむせやすくなったり、飲み込
みにくくなったり、ボロボロこぼしたり
することがあります。「食べる」時には、
歯だけではなく、唇・顎・舌・頬の筋肉
も大事です。これらの筋肉が衰えな
いよう、食事をするときはしっかり噛ん
で口の周りの筋肉を鍛えましょう!

サケ（甘鮭（４切れ））、窕〔こしょう（少々）、白ワインまたは酒（大さじ1.5）〕、キャベツ
（８枚）、窘〔顆粒チキンコンソメスープの素（小さじ１）、湯（カップ1.5杯）、塩（小さじ1/2）〕、
窖〔小麦粉（大さじ３）、バター（30ｇ）、牛乳（カップ1.5杯）〕、パセリのみじん切り（少々）

笊鮭は骨を取り除いて半分に切り、窕をもみ込んで下味をつける。 笆キャベツの
葉は外側の出っ張った芯を包丁で削り取り、熱湯でしんなりするまで茹でてザルに
あげる。 笳キャベツを葉の内側を上にして広げ、小麦粉少々を茶こしに入れてふ
りかける。キャベツ１枚の手前側にサケ一切れをのせ、葉を手前、左右の順に折り、
向こう側にクルクルと巻いて包む。笘鍋にロールキャベツを巻き終わりを下にして並
べ、窘を混ぜ入れ、落し蓋をして、中火で20分煮る。 笙窖の小麦粉とバターを
耐熱性のボールに入れて、ラップなしで電子レンジに40秒かけ、泡立て器で混ぜ、
牛乳を少しづつ注いで混ぜ合わせる。ラップをして、電子レンジに２分かけてよく混
ぜ、再び２分かけて混ぜ、笘の鍋に加えて５分煮る。笞器に盛り、パセリをふる。

〈作り方〉

〈材　料（4人分）〉

〈栄養士からの一言〉
鮭は、血管の弾力を保ったり、血液中の中性脂肪
やコレステロールを減らす作用のあるEPA（エイコ
サペンタエン酸）や、DHA（ドコサヘキサエン酸）
が多く含まれている魚です。さけのロールキャベツ
は、魚嫌いのお子様にも食べやすい一品となって
いるので、普段の食事にうまく取り入れてみましょう。
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抱きしめる

外
来
に
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
出
来
ま
し
た

市
立
加
西
病
院

小
児
科
外
来

加
西
病
院
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
が
、
診
療
所
は

３
千
円
、
加
西
病
院
は
４
千
円
で
す
。
ど
う
い
う

基
準
で
料
金
を
決
め
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
料
金
は
、
厚
生
労

働
省
告
示
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
場

合
、
厚
生
労
働
省
告
示
に
診
療
所
と
当
院
の
よ
う
な

一
般
病
院
と
で
は
異
な
る
料
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
政
府
（
厚
生
労
働
省
）
は
、
病
院
で

は
急
性
期
の
重
篤
な
診
療
を
、
診
療
所
で
は
安
定
し

た
疾
患
の
診
療
を
主
眼
に
、
役
割
を
分
担
し
効
率
的

に
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
療
費
の
格
差
を
つ
け
る
こ
と
等
、
医
療
経
済
的
側

面
か
ら
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
政
策
的
に
誘
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
政
府
の
意
図
と
は
異
な
り
、
急
性
期

で
な
い
疾
患
で
あ
っ
て
も
病
院
で
診
察
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
診
療
所
と
病
院
で
は
異
な
っ
た
料
金
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
予
防
接
種
以
外
に
も
外
来
診

療
の
中
で
あ
る
程
度
生
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

加
西
市
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
満
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
に
は
、
期
間
を
限
定
し
て
（
今
年

度：

平
成
17
年
10
月
15
日
〜
平
成
18
年
１
月
31
日
）、

市
内
の
医
療
機
関
に
限
り
自
己
負
担
３
０
０
円
（
接

種
料
金
の
差
額
は
市
が
負
担
）
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
立
加
西
病
院
（
蕁
瀚
２
２
０
０
）
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脳が若返るメモする習慣 米山　公啓
知って得する年金・税金・雇用・健康保険の基礎

榎本　恵一
大国の明日（あした） ヘルムート・シュミット
食べて元気、出してキレイ 義岡千恵子
徹底図解認知症・アルツハイマー病 林　　泰史
小さく生まれた赤ちゃんの安心育児

ひよこクラブ編集
ターシャのスケッチブック ターシャ・テューダー
生き方の知恵 吉沢　久子
迷宮の神 コリン・ウィルソン
すてきなおうち（絵本）マーガレット・Ｗ・ブラウン
Ｆａｎｔａｓｉａ 高樹のぶ子
エンド・ゲーム 恩田　　陸
魔女の笑窪 大沢　在昌
讃　歌 篠田　節子
三つの願い デボラ・エリス
神々のプロムナード 鈴木　光司
最終兵器彼女 江良　　至

DVD プロジェクトⅩ挑戦者たち 第７期全１０巻
DVD 石原裕次郎シリーズ「太陽の季節」ほか２巻
VIDEO 座頭市物語シリーズ ３巻
VIDEO 眠狂四郎シリーズ「円月斬り」 ほか２巻
VIDEO 釣りバカ日誌14 お遍路大パニック!

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

3月11日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

3月4日貍
14：00～14：30

映画：「遥かなるクルディスタン」
1999年（トルコ・ドイツ・オランダ）

監督：イエスィム・ウスタオウル
撮影：フヤケク・ペトリキ　　　音楽：ヴラコ・ステファノスキ
出演：ニューロズ・バズ、ナズミ・クルックス、ミズギン・カパザン

【STORY】
それは、忘れられた人々の、忘れられない魂の旅。大都会イスタンブールの片隅で
出会ったトルコ人メフメットとクルド人ベルザンの若者ふたり。いつしかふたりは堅い友情
に結ばれていくが、厳しい弾圧のなかで、ひとつの命が失われてしまう。イノセントな魂
の触れ合いと明日への旅立ちを描いて、世界中に感動を与え、1999年ベルリン映画
祭ベストヨーロピアンフィルム賞・平和賞をダブル受賞した傑作。監督は1994年「軌跡」
（イスタンブール映画祭／トルコ最優秀作品賞）で長編映画監督としてデビューしたイエ
スィム・ウスタオウル。トルコを代表する女性監督として世界的に注目を集めている。撮
影はクシシュトフ・キエシロフスキの撮影監督として評価の高いヤケク・ペトリキ。ドキュ
メンタリータッチの瑞々しい映像が、主人公の哀しみと希望を鮮やかに映し出していく。

◆日　時／２月24日貊 午後７時30分～９時15分
◆場　所／地域交流センター 多目的ホール
◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

2月のねひめCue! 上映作品

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

鈴
の
音
　
闇
に
響
く
や
　
初
詣

増
田
　
敏
子

願
い
事
　
互
い
に
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れ
ず
　
初
詣

原
田
　
澄
子

も
う
よ
り
も
　
ま
だ
と
云
い
た
し
　
初
鏡

多
田
み
ゑ
子

死
に
神
に
　
か
ま
す
あ
か
ん
べ
　
俺
が
春

小
林
　
　
正

哀
歓
を
　
秘
め
て
仰
ぐ
や
　
初
御
空

山
下
八
重
子

早
ば
や
と
　
予
定
書
き
込
む
　
初
暦

井
上
美
代
子

ガ
ラ
ス
戸
に
　
ま
ば
ゆ
く
さ
す
や
　
初
日
影

圓
井
美
代
子

エ
プ
ロ
ン
を
　
外
し
て
覗
く
　
初
鏡

横
田
　
花
子

倖
せ
を
　
祈
る
柏
手
　
初
御
空

藤
井
美
八
子

目
か
く
し
を
　
外
し
た
る
顔
　
初
笑

塚
原
　
恒
子

市
民
全
体
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、「
第
７

回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
″災
害
時
、
隣
近

所
で
助
け
合
い
″
で
す
。
ま
ず
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
は
、
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
Ｄ
Ｏ

ド

ゥ

ー

―
Ｉ
Ｔ

イ

ッ

ト

の
皆
さ
ん
が
、

車
イ
ス
の
方
と
共
に
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

を
し
て
華
を
添
え
、
体
験
発
表
で
は
、

養
護
学
校
・
消
防
・
中
学
校
の
方
々
に

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ニ
講
座
の
「
加
西
市
の
防

災
の
取
り
組
み
」、
消
防
本
部
に
よ
る

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
」
の
寸

劇
で
は
、
会
場
か
ら
笑
い
も
聞
こ
え
る

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
最
先
端
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
朗
読
・
点
字
・

手
話
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
起
震
車
の
５
つ
の
体
験

を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
実
施

し
た
と
こ
ろ
大
盛
況
で
し
た
。
さ
ら
に

炊
き
出
し
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
赤
十

字
社
加
西
市
地
区
及
び
市
民
の
皆
様

か
ら
提
供
さ
れ
た
材
料
を
使
用
し
た

炊
き
込
み
ご
飯
と
豚
汁
。
底
冷
え
の
す

る
中
「
温
ま
る
」「
お
い
し
い
」
と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

古
本
市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
皆
様

よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
古
本
（
１

万
冊
）
が
、
昨
年
を
上
回
る
売
り
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。
売
上
金
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
費
と
し
て
有
効
に
活
用
い

た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、

「
第
７
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
″市
民
総
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
″
の
必
要
性
を
強
く
認
識

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボラン
ティア
だより
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このコーナーに掲載を希望される方は、写
真とメッセージを 〒675-2395 加西市役所秘書
広報課まで。（蕁瀚８７０１）
メール hisho@city.kasai.hyogo.jp

いつも元気な、こうき と よし
くん。
仲良く大きくなってね。パパと
ママのたからものだよ。

〈ママの一言〉

小川　洸
こ う

生
き

くん
3歳

能
よ し

弘
ひ ろ

くん
1歳

（山下町）

パパ・ 悟　さん
ママ・美由紀さん

■特設人権相談（人権問題など）
３月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
３月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時（蕁0795瀚0201）
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
３月２日（木）健康福祉会館
３月２日（木）善防公民館
３月９日（木）農村環境改善センター
３月16日（木）北部公民館
■法律相談
３月23日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時
■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　市役所市民相談室
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週月・木曜日　午前９時～午後４時　市役所市民相談室

（ただし、月曜日が休日にあたるときはその翌日）
■教育相談
月～金曜日　午前９時～午後４時　教育研修所（蕁瀾３９９３）
■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階　男女共同参画センター相談室
電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■青少年相談（青少年の日常生活の諸問題等）
月～金曜日　午前９時～午後５時

青少年センター（蕁瀚３７２３）
■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉
月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）
■母子相談（母子に関する相談）
毎週月～金曜日　午後１時～午後５時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）
■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
３月２日（木） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

富田小学校６年

小　林　弘　弥くん

ぼくの夢

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成17年12月生まれの乳児 ２月28日（火）

《平成18年１月生まれの乳児 ３月28日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成17年10月生まれの乳児 ３月７日（火）

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成16年９月生まれの幼児 ３月14日（火）

■3歳児健診 午後１時～２時

平成14年12月生まれの幼児 ２月21日（火）

《平成15年１月生まれの幼児 ３月20日（月）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 ３月16日（木）

■離乳食講習会〈予約制〉 午後１時～１時30分

中期：７～８か月の乳児の保護者

３月24日（金）

■パパママクラブ〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠８か月以降のママ・パパ ３月２日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

※4月以降の健診日程は現在調整中です。ご了承ください。
（３月号掲載予定）

（受付時間）

★健診日にお子さまの体調等でご都合の悪い方は、ご連絡ください。

★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。

★当日、気象等の都合で事業開催を見合わせることがあります。

事業の中止・順延につきましてはお問い合わせください。

★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

パート②



16２００６年２月号（No.５０１）

防 災 豆 知 識 日頃から災害への備えをすることは重要です。日頃から防災意識を高めましょう。 Vol. 9

＜かさい防災ネットに登録して災害情報を手に入れましょう!!＞ http://bosai.net/kasai/

＜兵庫県住宅再建共済に加入して一つの安心を購入しましょう!!＞

いざという時のために!

あなたの避難場所はどこですか？
災害が発生したとき、または、発生する恐れがあるとき、その地域にお住まい皆さんへ非難の勧告・指示

を行いますので、その勧告・指示に従って指定された避難場所等に避難してください。

＜一時避難場所＞ 地震等が発生した場合、とりあえず避難して様子を見て情報を得る場所です。

所　在　地 名　　称 電話番号 ＦＡＸ
北条町北条1274 北条小学校 42-0062 42-1629

所　在　地 名　　称 電話番号 ＦＡＸ
殿原町54 泉小学校 44-0029 44-1001

北条町西高室595-2 北条東小学校 42-5052 42-5590 北条町北条618 北条中学校 42-6300 42-5888
窪田町22 富田小学校 42-0262 42-5868 両月町484-2 善防中学校 48-2188 48-4017
福住町840 賀茂小学校 46-0010 46-1479 上宮木町524 加西中学校 49-0200 49-1576
西笠原町172-1 下里小学校 48-2009 48-4200 満久町685-11 泉中学校 45-0151 45-0792
中野町5 九会小学校 49-0009 49-2773 段下町847-5 北条高等学校 48-2311 48-2312
別府町2664-2 富合小学校 47-0006 47-0694 北条町東高室1236-1 播磨農業高等学校 42-1050 42-1052
田谷町1263 宇仁小学校 45-0017 45-1844 満久町230 北部公民館 45-0103 45-0886
和泉町56 日吉小学校 45-0019 45-1644 上宮木町524-2 南部公民館 49-0041 49-2014
上道山町80 西在田小学校 44-0049 44-0049 戸田井町388-10 善防公民館 48-2643 48-3085

＜広域避難場所＞ 地震等による火災が拡大し、炎や煙による二次災害の危険から住民の安全を確保する場所です。

所　在　地 名　　称 電話番号 ＦＡＸ
北条町東高室993-1 防災センター 42-0119 42-3435

所　在　地 名　　称 電話番号 ＦＡＸ
北条町西高室591-15 丸山総合公園 ―― ――

玉野町1126-1 加西球場 47-1375 ―― 笹倉町823-1 いこいの村はりま 44-1750 44-2480
玉丘町76 玉丘史跡公園 ―― ―― 鶉野町 鶉野飛行場跡地 ―― ――
青野町639-3 青野運動公苑 45-1845 45-1848

＜避　難　所＞ 災害が一段落したあと、住家を失った市民や帰宅できない通行人等が臨時に生活する拠点です。

所　在　地 名　　称 電話番号 ＦＡＸ
北条町北条1274 北条小学校 42-0062 42-1629

所　在　地 名　　称 電話番号 ＦＡＸ
笹倉町823-1 いこいの村はりま 44-1750 44-2480

北条町西高室595-2 北条東小学校 42-5052 42-5590 油谷町639-3 青野スポーツホテル 45-1845 45-1848
窪田町22 富田小学校 42-0262 42-5868 鴨谷町159-40 オークタウン加西 44-2595 ――
福住町840 賀茂小学校 46-0010 46-1479 北条町北条1320-1 スパーク加西 42-6302 ――
西笠原町172-1 下里小学校 48-2009 48-4200 玉野町1124 勤労者体育センター 47-1420 47-1420
中野町5 九会小学校 49-0009 49-2773 北条町古坂1072-14 健康福祉会館 42-6700 42-6655
別府町2664-2 富合小学校 47-0006 47-0006 北条町横尾1-13 健康増進センター 42-3621 42-3622
田谷町1263 宇仁小学校 45-0017 45-1844 北条町東高室993-1 防災センター 42-0119 42-3435
和泉町56 日吉小学校 45-0019 45-1644 北条町古坂1-1 市民会館 43-0160 42-4497
上道山町80 西在田小学校 44-0049 44-0049

44-1001
満久町230 北部公民館 45-0103 45-0886

殿原町54 泉小学校 44-0029 上宮木町524-2 南部公民館 49-0041 49-2014
北条町北条618 北条中学校 42-6300 42-5888 西笠原町388-10 善防公民館 48-2643 48-3085
両月町484-2 善防中学校 48-2188 48-4017 段下町847-5 北条高等学校 48-2311 48-2312
上宮木町524 加西中学校 49-0200 49-1576 北条町東高室1236-1 播磨農業高等学校 42-1050 42-1052
満久町685-11 泉中学校 45-0151 45-0792 常吉町1256-4 農業大学校 47-1551 47-1772
西笠原町172-50 養護学校 48-2304 48-3143
※上記のほか各町公会堂等の協力を得ます。 ◆問合先／企画調整課（蕁瀚８７００）
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●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

綰5年前に資格取得のための講座を契
約したが、結局資格はとっていない。
突然、電話があり「放置しているが資
格取得まで講座を続ける必要がある。
登録抹消するにもお金が必要です。」
と言われたが本当か？
綏過去の契約にからめて勧誘していま
すが、関係なく新しい講座の勧誘です。
過去の分は支払い終了時に契約も終わ
っており、抹消するお金も不要です。
新しい講座が必要なければきっぱり
断ることです。たとえ電話で了承して
いても、契約書面が送られた日を含め
て8日間はクーリングオフができま
す。
しつこい勧誘はきっぱりと断り、電
話を早く切ることです。話を聞くほど
相手のペースにのせられ断りにくくな
りますので注意しましょう。
詳しいことは消費生活相談窓口ま

で。

2次被害に注意しよう!

■問合先／消費生活相談窓口（毎週
月、木曜日・午前9時～午後4時、市
民相談室内 蕁瀚8
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入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

を
受
付（
補
充
）し
ま
す

貊
消
印
分
ま
で
）
ま
た
は
持
参

問
合
先

管
財
課

（
蕁
瀚
８
７
０
４
）

固
定
資
産
税（
都
市
計
画
税
）

の
賦
課
期
日
は
１
月
１
日
で

す
。
平
成
17
年
中
に
新
築
･
増

築
･
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方

で
、
連
絡
が
ま
だ
の
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

（
蕁
瀚
８
７
１
３
）

小
・
中
・
養
護
学
校
の
体
育

施
設
を
使
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
る

方
は
、
団
体
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限

３
月
10
日
貊

利
用
許
可

加
西
市
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
さ
れ
る
方
が
、
10

名
以
上
で
構
成
し
、
監
督
者
と

し
て
成
人
が
含
ま
れ
る
団
体

問
合
先
・
申
込
先

利
用
予
定

の
学
校
ま
た
は
体
育
保
健
課

（
蕁
瀚
８
７
７
３
）

学
校
体
育
施
設
の
使
用
に
は

登
録
が
必
要
で
す

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
の
お
届
け
出

漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

昨
年
９
月
に
市
内
の
小
学
生

か
ら
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

が
企
画
す
る
「
農
」
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
の
あ
っ
た
作
品

21
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
　
間

２
月
22
日
貉
〜
28
日
貂

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

三
階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ウ
ォ

ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
先

農
政
課

（
蕁
瀚
８
７
４
１
）

日
　
時

３
月
23
日
貅

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
頃
　
※
無
料

場
　
所

加
西
市
役
所
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

蘆
講
演
「
介
護
者
の

心
の
栄
養
」
京
谷
医
院

院
長

京
谷
泰
明
氏
　
蘆
体
操

※
健
康
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
午
後
１
時
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

対
　
象

高
齢
者
等
を
現
に
介

第
３
回

家
族
介
護
教
室

「
農
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

展
示
会

●只今、家屋調査巡回中!
新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）

く

ら

し

の

情

報

護
す
る
家
族
等
（
定
員
50
名
）

申
込
期
限

３
月
17
日
貊

問
合
先
・
申
込
先

健
康
長
寿

課
（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
考
え
る
!

日
　
時

３
月
11
日
貍

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
２
階

問
合
先

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
（
蕁
潴
１
２
８
１
）

日
　
時

２
月
22
日
貉

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

富
合
会
館
（
富
合
小

学
校
前
）

対
　
象

富
合
地
区
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者

参
加
料

無
料

持
参
す
る
も
の

健
康
手
帳

問
合
先
・
申
込
先

ナ
イ
ト
ウ

メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
蕁
瀾
３
８
８
８
）

☆
車
椅
子
に
つ
い
て

〜
扱
い
方
・
体
験
試
乗
〜

日
　
時

２
月
26
日
豸

午
前
10
時
〜
正
午

介
護
予
防
・

転
倒
骨
折
予
防
教
室

第
５
回
み
ん
な
で
つ
く
る

市
民
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム

☆問合先／税務課税制係（蕁瀚8712）国民健康保険税・介護保険料
税務課資産税係（蕁瀚8713）固定資産税

☆問合先／税務課収税係（蕁瀚8714）

（口座振替のおすすめ）納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。
口座振替のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成17年度固定資産税４期分、国民健康保険税・
介護保険料（普通徴収）第８期分の納期限は

2222月22228888日（火）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。その他については、
加西市消防本部にお問合せください。蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

2月19日（日）佐竹医院 （北条町・蕁瀚４０５７）
26日（日）あさじ医院 （若井町・蕁瀝０２２５）

3月 5日（日）米田病院 （尾崎町・蕁瀾３５９１）
12日（日）大杉内科医院 （別府町・蕁瀰００２３）
19日（日）坂部整形外科 （北条町・蕁潴１４４４）
21日（祝）横田内科医院 （北条町・蕁瀚５７１５）

県知事賞 山田岳志
さん（九会小）
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お く や み

柴田　藤二 99 清 常　吉
衣笠　　護 60 驪 昭 大　村
澤中　　豊 81 豊　一 鶉野中
後藤　好子 73 義　和 西　長
福永　芳松 90 芳　嗣 吉　野
松岡　一正 66 紀　充 国　正
青木　久治 81 和　巳 鴨　谷
尾芝　義次 100 浩　治 御旅町
植田たま江 78 齋藤学 小　谷
大門　　ゑ 85 仲田昇一 福　居
中尾　弘子 89 順　一 吸　谷
井上かめを 97 一　男 鎮　岩
川根　たに 97 前田眞理子 国　正
中村　よし 99 利　實 西剣坂
大橋サユキ 80 竹　美 田　原
圓井　房一 80 眞　一 小　谷
橋爪まさの 73 驪 昭 田　原
下門　英子 73 誠　悟 古　坂
藤原ひさの 92 通　男 朝　妻
藤本　よし 91 等 乙和泉
岡田　　生 57 盛　英 下宮木
東一　高明 54 秀　樹 東野田
闍原　悦治 76 成　人 鶉野南
丸本うめ子 93 驪 司 下若井
福井　豊幸 54 泰　久 上道山
上原　正夫 72 嘉　彦 西　長
松本せつ子 83 勝　己 山下東
岡　つや子 86 勉 西上野
上原みつの 85 守 段　下
谷川　定信 82 定　隆 倉　谷
松末　　尊 88 了　一 別府中
東郷みつ子 91 三千男 戸田井
中川よ　の 95 美　幸 山下西
名古屋きみ子 83 則　雄 山下東
轟　はるゑ 88 宗　雄 鴨　谷
北條ことく 93 操 西上野
藤本　寅和 79 驪 油　谷
河上なつ子 90 齊 田　原
藤部　　茂 80 勝　好 横　尾

死亡者 年齢 喪主 町名

（１月31日受付分まで・敬称略）

場
　
所

加
西
白
寿
苑

対
　
象

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
及
び
介
護
家
族
の
方

定
　
員

先
着
20
名

参
加
料

無
料

問
合
先
・
申
込
先

加
西
白
寿

苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕁
潴
９
８
０
０
）

日
　
時

２
月
26
日
豸

午
前
９
時
〜
正
午

※
公
務
に
よ
り
一
時
退
席
ま
た

は
休
止
す
る
場
合
あ
り
。

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

３
階
　
相
談
室

蘆
原
則
お
一
人
様
30
分
以
内

蘆
当
日
、
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

３
階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
受

付
（
先
着
順
）
し
ま
す
。

問
合
先

秘
書
広
報
課

２
月
『
市
長
サ
ロ
ン
』

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

（
蕁
瀚
８
７
０
１
）

日
　
時

２
月
25
日
貍

小
雨

決
行
　
※
雨
天
時
２
月
26
日
豸

場
　
所

善
防
中
学
校
周
辺

参
加
資
格

市
内
に
居
住
・
勤

務
・
通
学
し
て
い
る
方

種
　
目

１，
０
０
０
〜
５，
０

０
０
袤
、
男
女
年
齢
別
に
23
部

参
加
費

高
校
生
以
上
１
人
４

０
０
円

小
・
中
学
生
１
人
３

０
０
円

※
当
日
徴
収

申
込
期
限

高
校
生
以
上
の
み

募
集
　
２
月
18
日
貍
必
着

問
合
先
・
申
込
先

〒
６
７
５

―
２
３
０
３
　
加
西
市
北
条
町

古
坂
８
８
２
―
14

加
西
市
陸

上
競
技
協
会

植
田
正
吾
（
蕁

瀚
３
２
５
３
）

第
39
回
市
民

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
　
時

３
月
21
日
豢

午
後
１
時
30
分
開
演

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

童
謡
メ
ド
レ
ー
ほ
か

入
場
料

無
料

※
新
入
団
員
も
募
集
し
ま
す

問
合
先

加
西
児
童
合
唱
団
事

務
局
（
蕁
潴
０
１
６
０
）

北
海
道
か
ら
届
く
流
氷
に
ふ

れ
て
環
境
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

日
　
時

３
月
12
日
豸

午
前

10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

１
階
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

参
加
費

無
料

後
　
援

教
育
委
員
会

シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
旅
人

流
氷
に
ふ
れ
て
み
よ
う
!

さ
る
び
あ
っ
子

第
24
回
定
期
演
奏
会

く

ら

し

の

情

報

加西市への寄付
○加西市連合婦人会　会長 篠倉登喜子
石油暖房機　大３台　小１台

（つどいの広場ねひめキッズ備品として）
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託
○加西コープ委員会 37,770円
○加西ダンス愛好会 ３万円
○株式会社　本陣　 10,135円
○匿名 40,887円
○西脇モラロジー事務所 １万円
給料端数
○北条保育園職員一同 12,415円

問
合
先

譖
兵
庫
県
建
築
士
会

社
支
部
　
佐
治
（
蕁
０
９
０
―

２
０
４
７
―
５
９
０
７
）

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士

が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

【
法
律
相
談
】
※
予
約
必
要

日
　
時

毎
月
第
２
・
４
金
曜

日
　
午
後
１
時
〜
３
時

【
年
金
相
談
】
※
予
約
不
要

日
　
時

偶
数
月
第
３
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分問
合
先

北
播
磨
県
民
局
さ
わ

や
か
県
民
相
談
室
（
社
町
社
１

０
７
５
―
２
）（
蕁
０
７
９
５

瀚
５
１
１
１
代
表
（
内
線
６
０

３
） 無

料
法
律
・
年
金
相
談

◆相談時間 蘆平日、土曜日／午後6時～午後10時
蘆日曜日、祝日及び年末年始／午前9時～午後10時
看護師らがご相談に応じ、必要に応じて医師が対応します。

子どもの急病、ケガなどでお困りの時に気軽にご相談ください。
兵庫県小児救急医療電話相談

電話番号 ＃8000
※携帯電話、ダイヤル回線、IP電話の方は
蕁（078）731－8899（ハハキュウキュウ）
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■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

人　口／ 50,649（－61） 世帯数／ 16,646（－12）
男　／ 24,541（－51） 女　／ 26,108（－10）

KASAIデータバンク発行／加西市 〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 蕁0790瀚1110豎
編集／総務部秘書広報課 蕁0790瀚8701 蕭0790潴0291

●ホームページ http: //www.city.kasai.hyogo. jp

蜻

H18.2.1現在（前月比）

大豆インキを使用しています。

ちょっと早いひな祭りイベント! クイズやゲーム
の楽しい企画が盛りだくさん。親子でいっぱい楽し
もう! おみやげもあります。（先着300名）
◆日　時／2月25日貍 午前11時～午後5時
◆場　所／アスティアかさい3Ｆ

地域交流センター
◆問合先／地域交流センター

（蕁瀚0106）

ねひめネットのひな祭り
参 加 者 募 集

網引駅周辺（密蔵院・愛宕地蔵など）をゆっくり
ハイキングします。
◆日　時／2月25日貍 午前9時～正午

※雨天中止
◆集合場所／観光案内所なしたまぁ（アスティアかさい前）
◆集合時間／午前9時
◆参加料／無料（但し、北条鉄道実費負担）
※申込み不要。当日お越しください。
◆問合先／商工観光課（蕁瀚8740）

ふるさと再発見ハイク
第9回なしたまぁ

ビエンナーレ形式により今回は「絵画」を公募し
たところ、北は北海道、南は沖縄の全国各地から約
460点もの絵画作品が届きました。この中から審査
の結果選ばれた入賞・入選作品83点を展示します。
是非ご覧ください。
◆日　時／3月11日貍～3月19日豸
◆場　所／アスティアかさい3Ｆ

地域交流センター　
◆入場料／無料
※大賞展は今回をもって、いったん終了いたします。
◆問合先／加西市花の美術大賞展実行委員会事務局

（教育委員会内）（蕁瀚8775）

花の美術大賞展
第16回全国公募

県内で暮らしている外国人の方が日本に来てから
直面したカルチャーショック、ハプニングやエピソ
ードなどユーモアいっぱい、迫力満点に母国語では
なく日本語で熱弁をふるわれます。
◆日　時／2月26日豸 午後1時30分～3時30分

※コンテスト終了後、出場者・来聴者と
交流会を予定しています。

◆場　所／アスティアかさい3Ｆ
地域交流センター

◆参加費／無料
◆問合先／加西市都市親善友好協会事務局

（秘書広報課内）（蕁瀚8701）

日本語スピーチコンテスト来聴者募集
第12回外国人による


